
米空母艦載機による弾薬落下事故について（要請） 
 
 平成１６年７月１９日、横浜市泉区において、米空母艦載機のヘリコプターH
－６０から弾薬落下事故が発生しました。 
 幸い人的な被害はなかったものの、弾薬及び弾薬箱が民家に隣接した駐車場

など広範囲に落下しており、一歩間違えば人命にかかわる事故につながりかね

ません。 
 当協議会は、これまでも、機会あるごとに、航空機からの落下物の防止等、

飛行の安全対策の確立を要請してまいりましたが、このような事故の発生は、

地域住民に不安を募らせるものであり、誠に遺憾であります。 
 貴職におかれては、今後このような事故が起きることのないよう、次のこと

について、より一層の配慮と対策を講ずることを（米軍に申し入れるよう）強

く要請します。 
※ （ ）内は日本側への要請に挿入します。 

 
１ 早急に事故原因を究明し、事故再発防止に万全を期すること。 
２  武器弾薬等の安全管理を徹底すること。 
３ 航空機の整備点検及び住民の安全に十分配慮した飛行を徹底するなど、安

全対策を確立すること。 
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